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みんなの力をひとつに
第 16 回高森東小中学校合同運動会



町 の
ききききううごご

草
くさ

村
むら

  大
だい

成
せい

 町長

　

○プロフィール　昭和 42年４月 22日生まれ、九州学院高等学校卒業、
　　　　　　　　日本大学文理学部卒業、会社経営者を 17年経験、
　　　　　　　　平成 23年４月に高森町長初当選
○信　　　　念　仕事は「まっすぐ・ぶれず」にやりぬく！
○趣　　　　味　音楽鑑賞
○好きな食べ物　お好み焼き、焼き鳥（地鶏）

　　町づくり６つの柱　

　１．観光立町を実現するための「町づくり」

　２．住民とともに

　　　行財政改革を実現する「町づくり」

　３．農業に親しむ「町づくり」

　４．思いやりの教育による「町づくり」

　５．お年寄りが憩
いこ

える「町づくり」

　６．健康＝スポーツによる「町づくり」

５月１日（日） 高森町消防団辞令交付式（高森総合センター）

５月２日（月） 初登庁

５月10日（火） 平成23年第２回高森町議会臨時議会

５月18日（水） 全国砂防協会総会（東京都）

５月19日（木） 道路整備促進期成同盟会総会（東京都）

５月21日（土） 高森中学校体育大会・高森東小中合同運動会

５月24日（火） ねんりんピック2011熊本　高森町実行委員会第２回総会

　　　　　　　　（高森総合センター）

高森町ホームページはこちら
http://www.town.takamori.kumamoto.jp/
みなさん一度見に来てください。

5月 1日～ 5月 24日

Takamori 2011・62



5月 2日（月）、草村大成町長が当選後、初登
庁されました。
草村町長は、庁舎玄関に到着すると女性職員か

ら花束を受け取り、集まった職員から出迎えを受
け、多くの歓迎の拍手が送られました。その後、
庁舎へ移動し、「職員と一丸となり全力で町づく
りをすすめる。何事も住民を中心に行動してもら
いたい。」と職員へ訓示しました。

高
森
町
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た

と
も
に
、
こ
れ
か
ら
の
町
政
運
営

と
『
町
税
収
の
落
ち
込
み
（
財

高
森
町
」「
老
後
も
安
心
し
て
住

寄
り
に
は
生
き
が
い
を
、
子
ど
も

進
い
た
し
ま
す
。

に
は
、
徹
底
し
た
経
費
削
減
や
、

れ
る
基
礎
を
作
る
こ
と
に
よ
り
、

を
徹
底
す
る
事
こ
そ
が
「
住
民

町
へ
の
集
中
」
へ
の
第
一
歩
と
な

『
ま
っ
す
ぐ
、
ぶ
れ
ず
』
に
政

責
任
を
果
た
し
て
い
く
こ
と
が
大

な
参
画
を
し
て
い
た
だ
き
、
対
話

を
築
く
た
め
、
町
政
運
営
に
全
力

皆
さ
ま
の
率
直
な
ご
意
見
、
ご
指

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い

長

草

村

大

成

草村町政スタート
町長交際費
　（平成 23年度５月分）

日　時 金　額 分類 内　容 場　所

５月６日 5,000 円 祝費
平成 23 年度

高森町商工会女性部総会
山見茶屋

５月 13 日 5,000 円 祝費
高森町商工会青年部

第 39 回通常総会
山見茶屋

５月 14 日 3,000 円 祝費
阿蘇フォークスクール

第８回総会

阿蘇フォーク

スクール

５月 15 日 3,000 円 祝費 上色見グラウンドゴルフ
町民

グラウンド
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　町の最高議決機関「議会」。

　ここで予算や条例改正など重要事項を審議し、決定します。

　高森町議会は、４月 24 日の選挙で選ばれた 10 人で構成

されています。

　５月 10日に初議会が開かれ、議長や副議長、各常任委員

長などが決まりました。

　議会と行政は、お互いの立場を尊重しながら、町がよい方

向に進むよう努めています。

議　長 田上　更生

議会運営委員会
本会議の会期日程等議会の運営に関することなど。
───────────────────────

委  員  長　　立山  広滋
副委員長　　興梠  壽一
委　　員　　後藤  三治
委　　員　　森田  　勝

総務常任委員会
  行財政の運営、地域振興、町有財産の管理、町税、
  防災、地籍調査に関することなど。
───────────────────────

委  員  長　　立山  広滋
副委員長　　芹口  誓彰
委　　員　　後藤  三治
委　　員　　興梠  壽一
委　　員　　田上  更生
委　　員　　後藤  英範

文教厚生常任委員会
  社会福祉と健康、環境衛生、保育園、学校教育及
  び社会教育の振興に関することなど。
───────────────────────

委  員  長　　後藤  三治
副委員長　　宇藤  康博
委　　員　　立山  広滋
委　　員　　甲斐  正一
委　　員　　三森  義高

建設経済常任委員会
  農林水産業、土木行政、水道事業及び農業用水事
  業、商工業、観光の振興に関することなど。
───────────────────────

委  員  長　　興梠  壽一
副委員長　　宇藤  康博
委　　員　　芹口  誓彰
委　　員　　森田  　勝
委　　員　　甲斐  正一

議会広報特別委員会
議会広報に関することなど。

───────────────────────
委  員  長　　立山  広滋
副委員長　　後藤  三治
委　　員　　宇藤  康博
委　　員　　興梠  壽一

阿蘇広域行政事務組合議会

阿蘇広域行政事務組合に関することなど。
───────────────────────
芹口  誓彰　三森  義高　後藤  英範

監査委員

監査に関することなど。
───────────────────────

三森  義高

副議長 森田　勝

議 会
構 成

Takamori 2011・64



（尾下・下山）　農業

無所属・現職　当選２回

田た
の

上う
え 

更こ
う

生せ
い

（
60
）

（矢津田・赤羽根）元団体職員

無所属・新人　当選１回

興こ
う

梠ろ
ぎ 

壽じ
ゅ

一い
ち

（
56
）

新
し
い
議
員
さ
ん
で
す

高
森
町
議
会

　

議
員
紹
介

（津留・永野）　農業

無所属・現職　当選５回

甲か

斐い 

正し
ょ
う

一い
ち

（
63
）

（芹口・芹口）　農業

無所属・新人　当選１回

芹せ
り

口ぐ
ち 

誓せ
い

彰し
ょ
う（

63
）

（高森・上在）　農業

無所属・現職　当選５回

三み

森も
り 

義よ
し

高た
か

（
64
）

（高森・昭和）　会社員

無所属・現職　当選 2回

立た
て

山や
ま 

広こ
う

滋じ
（
52
）

（色見・西丁）　会社役員

無所属・新人　当選１回

宇う

藤と
う 

康や
す

博ひ
ろ

（
46
）

（上色見・前原）会社役員

無所属・現職　当選７回

後ご

藤と
う 

英ひ
で

範の
り

（
76
）

（高森・冬野）　農業

無所属・現職　当選２回

森も
り

田た 　

勝
ま
さ
る（

58
）

（高森・冬野）元町役場職員

無所属・新人　当選１回

後ご

藤と
う 

三さ
ん

治じ
（
55
）
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５
月
10
日
の
臨
時
議
会
に
お
き
ま
し
て
不
肖
私
、
議
員
各
位

の
ご
推
挙
に
よ
り
ま
し
て
、
高
森
町
議
会
議
長
に
選
出
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
は
議
員
各
位
は
も
と
よ
り
、
町
民
皆
様
方
の
ご
支

援
の
賜
物
と
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
東
日
本
大
震
災
復

興
に
む
け
て
の
財
源
が
確
保
さ
れ
る
中
、
補
助
金
や
地
方
交
付

税
等
に
つ
き
ま
し
て
も
厳
し
い
状
況
下
に
あ
り
、
本
町
の
財
政

状
況
に
も
大
き
な
影
響
が
あ
る
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
町
民
の
目
線
に
た
っ
て
そ
の
信

託
に
こ
た
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
町
民
か
ら
は
議
会
の
改

革
を
求
め
る
声
が
あ
り
、
そ
の
事
を
真
摯
に
受
け
と
め
活
性
化

を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
議
員
全
員
で
議
論

を
完
全
消
化
し
、
執
行
部
と
議
会
の
議
論
に
つ
な
げ
て
い
く
こ

と
が
大
事
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
議
会
の
情
報
発
信
機

能
を
充
実
さ
せ
情
報
開
示
を
進
め
て
い
き
、
議
会
が
何
を
し
て

い
る
の
か
町
民
へ
積
極
的
に
説
明
し
て
い
く
こ
と
が
、
議
員
一

人
一
人
の
資
質
の
向
上
に
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。

　

活
気
の
あ
る
高
森
町
に
す
る
た
め
に
は
課
題
も
多
く
あ
り
ま

す
が
、
町
民
皆
様
の
声
を
聞
か
せ
て
頂
き
な
が
ら
進
め
て
い
く
所

存
で
あ
り
ま
す
の
で
、
町
民
皆
様
方
の
絶
大
な
る
ご
支
援
、
ご

鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
就
任
の
ご
あ

い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

高
森
町
議
会
議
長
　

田  

上  

更  

生

議長
就任のごあいさつ
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５
月
１
日
、高
森
総
合
セ
ン
タ
ー
で
「
高

森
町
消
防
団
辞
令
交
付
式
」
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

式
で
は
、
最
初
に
３
月
11
日
に
発
生
し

た
東
日
本
大
震
災
で
殉
職
さ
れ
た
多
く
の

消
防
団
員
の
方
た
ち
へ
の
黙
祷
が
捧
げ
ら

れ
ま
し
た
。

　

草
村
大
成
町
長
か
ら
は
「
地
域
に
根
ざ

し
、
郷
土
愛
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
を

持
っ
て
、
高
森
町
の
安
全
安
心
の
た
め
に

一
致
団
結
し
て
貢
献
し
て
ほ
し
い
」
と
あ

い
さ
つ
。
吉
良
嘉
人
団
長
か
ら
階
級
変
更

に
伴
う
22
人
、
新
入
団
員
11
人
、
女
性
新

入
団
員
２
人
に
辞
令
が
交
付
さ
れ
ま
し

た
。
最
後
に
吉
良
団
長
が
「
東
日
本
大
震

災
を
教
訓
に
、
常
に
災
害
に
備
え
地
域
住

民
に
信
頼
さ
れ
る
消
防
団
員
に
な
っ
て
ほ

し
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
、
更
な
る
地
域
防

災
へ
の
結
束
を
誓
い
ま
し
た
。
な
お
、
今

年
度
の
消
防
団
員
総
数
は
２
７
５
人
（
う

ち
女
性
団
員
７
人
）
で
す
。

　

火
災
時
を
は
じ
め
、
地
域
の
安
全
確
保

の
た
め
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い

る
消
防
団
。
消
防
団
員
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に

仕
事
を
持
ち
な
が
ら
自
ら
の
意
志
に
基
づ

く
参
加
で
、
地
域
住
民
の
生
命
と
財
産
を

守
る
た
め
に
活
動
し
て
い
る
地
域
の
防
災

リ
ー
ダ
ー
で
す
。

　

私
た
ち
町
民
も
い
つ
発
生
す
る
か
わ
か

ら
な
い
災
害
に
備
え
、
積
極
的
に
防
災
訓

練
に
参
加
し
た
り
、
非
常
持
出
品
の
準
備

を
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

●分団長（新任）
分　団　名 氏　名（敬称略）

第１分団長 甲斐　幸治

第２分団長 冨永　安弘

第５分団長 藤本　康雄

第 13 分団長 白石　政雄

●新入団員
分　団　名 氏　名（敬称略）

第１分団１部 足立　瑛也

第２分団１部 佐藤　雄二

第３分団２部 二子石裕磨

第６分団　　 吉良慎太郎

第６分団　　 志柿裕次郎

第７分団２部 津留　一勝

第 11 分団　 草村　秀士

第 12 分団　 下田　博士

第 12 分団　 甲斐　悠希

第 12 分団　 本村　永二

第 13 分団　 後藤　成幸

●新入女性団員
分　団　名 氏　名（敬称略）

本　部 住吉美智子

本　部 甲斐　眞弓

高 森 町
消 防 団

■お問い合わせ先　総務課　総務係　℡６２－１１１１（内線１１４・１１５）
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人　

事　

異　

動

５
月
16
日
付
け
で
行
っ
た
町
職
員
の
人
事
異
動
の
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。（　

）
は
旧

●
課　
　

長

　

総
務
課
長　

…
…
…
…
…
…
…
…　

村　

上　

源　

喜
（
税
務
課
長
）

　

住
民
福
祉
課
長　

…
…
…
…
…
…　

色　

見　

隆　

夫
（
総
務
課
長
）

　

建
設
課
長　

…
…
…
…
…
…
…
…　

廣　

木　

富　

八
（
住
民
福
祉
課
長
補
佐
）

　

産
業
観
光
課
長　

…
…
…
…
…
…　

橋　

本　

和　

則
（
税
務
課
長
補
佐
）

　

税
務
課
長　

…
…
…
…
…
…
…
…　

古　

澤　

建　

生
（
議
会
事
務
局
長
）

　

議
会
事
務
局
長　

…
…
…
…
…
…　

古　

庄　

良　

一
（
産
業
観
光
課
長
補
佐
）

●
課
長
補
佐

　

総
務
課
課
長
補
佐　

…
…
…
…
…　

佐　

藤　

武　

文
（
産
業
観
光
課
農
林
振
興
係
長
）

　

住
民
福
祉
課
課
長
補
佐　

…
…
…　

阿　

部　

恭　

二
（
住
民
福
祉
課
介
護
保
険
係
長
）

　

税
務
課
課
長
補
佐　

…
…
…
…
…　

色　

見　

継　

治
（
建
設
課
長
補
佐
）

　

産
業
観
光
課
課
長
補
佐　

…
…
…　

岩　

田　

秋　

広
（
税
務
課
地
籍
調
査
係
長
）

　

建
設
課
課
長
補
佐　

…
…
…
…
…　

安　

方　
　
　

含
（
会
計
課
会
計
係
長
）

●
係　
　

長

　

総
務
課
総
務
係
長　

…
…
…
…
…　

沼　

田　

勝　

之
（
総
務
課
企
画
係
長
）

　

総
務
課
財
政
係
長　

…
…
…
…
…　

岩　

下　
　
　

徹
（
産
業
観
光
課
農
地
係
長
）

　

総
務
課
企
画
係
長　

…
…
…
…
…　

後　

藤　

一　

寛
（
議
会
事
務
局
庶
務
係
長
）

　

住
民
福
祉
課
福
祉
係
長　

…
…
…　

河　

崎　

み
ゆ
き
（
住
民
福
祉
課
住
民
係
長
）

　

住
民
福
祉
課
介
護
保
険
係
長　

…　

馬　

原　

恵　

介
（
教
育
委
員
会
学
校
教
育
係
長
）

　

住
民
福
祉
課
住
民
係
長　

…
…
…　

今　

吉　

輝　

子
（
産
業
観
光
課
農
林
振
興
係
）

　

産
業
観
光
課
農
林
振
興
係
長　

…　

安　

藤　

吉　

孝
（
税
務
課
固
定
資
産
係
長
）

　

産
業
観
光
課
農
地
係
長　

…
…
…　

東　
　
　

幸　

祐
（
総
務
課
総
務
係
長
）

　

税
務
課
固
定
資
産
係
長　

…
…
…　

村　

嶋　

立　

章
（
税
務
課
地
籍
調
査
係
）

　

税
務
課
地
籍
調
査
係
長　

…
…
…　

丸　

山　

雄　

平
（
税
務
課
地
籍
調
査
係
）

　

建
設
課
水
道
係
長　

…
…
…
…
…　

阿　

南　

一　

也
（
総
務
課
財
政
係
長
）

　

会
計
課
会
計
係
長　

…
…
…
…
…　

古　

澤　

要　

介
（
住
民
福
祉
課
福
祉
係
長
）

　

議
会
事
務
局
庶
務
係
長　

…
…
…　

松　

本　

満　

夫
（
建
設
課
水
道
係
長
）

　

教
育
委
員
会
学
校
教
育
係
長　

…　

岩　

下　

そ
の
え
（
教
育
委
員
会
学
校
教
育
係
）

●
係

　

総
務
課
財
産
管
理
係　

…
…
…
…　

本　

田　
　
　

忍
（
新
規
採
用
）

　

住
民
福
祉
課
国
民
健
康
保
険
係　

…　

緒　

方　

美　

香
（
新
規
採
用
）

　

産
業
観
光
課
農
林
振
興
係　

…
…　

中　

村　
　
　

如
（
新
規
採
用
）

　

税
務
課
地
籍
調
査
係　

…
…
…
…　

野　

尻　

典　

男
（
総
務
課
財
産
管
理
係
）

　

税
務
課
地
籍
調
査
係　

…
…
…
…　

津　

留　

一　

勝
（
新
規
採
用
）

　

教
育
委
員
会
学
校
教
育
係　

…
…　

代
宮
司　
　
　

猛
（
住
民
福
祉
課
国
民
健
康
保
険
係
）

Takamori 2011・68



子ども手当は、平成23年4月～9月までの６カ月間
これまでと同じ月額13,000円で
引き続き支給されることになりました。

●支給金額

　子ども1人につき　月額 13,000円
●支給対象となる子ども

　0歳から中学校卒業まで
　（0歳から15歳になった後の最初の3月31日まで）
●支給月

　平成23年6月（平成23年2月分～5月分）
　平成23年10月（平成23年6月分～9月分）

◆次の方は、お住まいの市町村への申請手続きが必要です。
　・出生などにより、新たに養育する子どもができた方　
　・既に受給していて、出生などにより養育する子どもが増えた方
　・既に受給していて、他の市町村から引越しをされた方
◆次の方は、手続きの必要はありません。
　・既に受給していて、支給対象となる子どもの数に変更がない方
◆平成23年6月の現況届の提出は不要です。
　ただし、10月に届出・申請などが必要となることがあります。
※なお、厚生労働省では、今般の東北地方太平洋沖地震の被災地域においても、円滑な支給が

　行われる必要があると考えており、地方自治体とも十分相談しながら対応してまいります。

■お問い合わせ先　住民福祉課　少子化対策係　℡６２－１１１１（内線１２５）

ご注意

厚生労働省・熊本県・高森町

子ども手当子ども手当
引き続き支給されます

は
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Event Information

第 31 回はなしのぶコンサート
【日時】6月 26 日（日）午前 10：30 ～
【場所】阿蘇野草園はなしのぶ広場
※雨天の場合は町民体育館

高森湧水トンネル七夕まつり
【日時】７月７日（木）～７月 10 日（日）

午前 9：00 ～午後 8：00
【場所】高森湧水トンネル公園
【内容】短冊に願い事を書いて飾り付ける伝統的な行事

の体験、地元特産品と郷土料理の販売、小中学
生七夕書道展、ヤマメのつかみ取り大会（７月
10 日及び 31 日）、七夕飾りコンテスト

■お問い合わせ先
　産業観光課商工観光係　℡ 62-1111（内線 153）

阿蘇ゆるっと博
阿蘇まちめぐり

涼水祭
　３月 12日の九州新幹線全線開業に合わせスタート
した「阿蘇ゆるっと博」。
　阿蘇くじゅう全域で取り組むこの企画では、それぞ
れの地域で四季折々の魅力をＰＲしていきます。
　夏は、「阿蘇まちめぐり涼水祭」を開催します。
　６月１日（水）～８月 31日（水）までの３ヶ月間は、
阿蘇くじゅう地域に点在する商店街や温泉街にスポッ
トを当てた取組みです。
　商店街や温泉街の魅力や特典を紹介する「ガイド
ブック」と、様々な特典が付く「涼みうちわ」を持っ
て、県内外からお越しいただいた観光客にそれぞれの
商店街・温泉街をお得に楽しんでもらいます。
　この機会に、特徴豊かな各商店街・温泉街の魅力を
発信し、多くの方々に阿蘇くじゅうを周遊していただ
ければと思います。
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「高森中学校体育大会」、「高森東小・中学校合同運動会」
優勝めざして一致団結
　５月 21日、「高森中学校体育大会」「高森東小・中学校合同運動会」が開催されました。当日は、雨が予
想されたため、雨天バージョンのプログラムに切り替えてのスタートとなりました。徒競走やかわいらしい
ダンス、勇壮な応援演舞などを披露した児童・生徒たちに惜しみない拍手と歓声が送られていました。

高森中学校２年生が挑戦した応用競技「おさるのかごやで川渡り」

　今年も菅山・水迫地区の棚田で田植えシーズン
を迎えました。「今年は雨が少なく水不足のため田
植えが例年よりもおくれている」と富永頼秋さん
（菅山・水迫）が話していました。
　また、この美しい棚田の風景を撮影しようと、
県内外から多数のカメラマンが訪れています。稲
穂が実った収穫時期の棚田も楽しみです。

　４月 29 日から５月５日の間、阿蘇フォークス
クールで「うら庭バザール 2011」が開催されまし
た。これは、ゴールデンウィークにあわせて行わ
れたもので、手仕事の体験をする竹籠作りや、自
然を満喫する根子岳へのピクニックや山菜採りな
どに多くの親子連れが参加し楽しんでいました。

毎年多くのカメラマンの撮影スポットになっています テラコッタ粘土で思い思いの作品を作る子どもたち

菅山・水迫地区
扇状の美しい棚田で田植えが始まる

阿蘇フォークスクール　GW特別イベント
高森の自然を満喫する
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源
泉
所
得
税
の

納
期
の
特
例
と
納
付

カ
ギ
か
け
運
動
の
推
進
に
つ
い
て

　

高
森
警
察
署
管
内
で
は
１
月
か
ら
４
月
ま
で
25
件
の
刑
法
犯

が
発
生
し
て
お
り
、
そ
の
う
ち
20
件
が
盗
難
被
害
に
よ
る
も
の
で

す
。

　

車
上
狙
い
や
自
転
車
盗
難
被
害
で
は
、
ほ
と
ん
ど
無
施
錠
の
ま

ま
盗
難
被
害
に
遭
わ
れ
て
お
り
、
施
錠
し
て
い
れ
ば
盗
難
被
害
に

遭
わ
な
か
っ
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

※
次
の
防
犯
対
策
を
お
願
い
し
ま
す

○
自
家
用
車
内
に
貴
重
品
を
置
い
た
ま
ま
に
し
な
い

○
鍵
を
つ
け
た
ま
ま
に
し
な
い

○
駐
車
時
は
施
錠
を
徹
底
す
る

○
自
転
車
に
は
２
重
ロ
ッ
ク
を
お
願
い
し
ま
す

行
方
不
明
事
案
の
発
生
に
つ
い
て

　

５
月
の
行
楽
期
に
入
り
、
管
内
で
は
、
お
年
寄
り
が
山
菜
採
り

等
で
行
方
不
明
と
な
る
事
案
が
相
次
い
で
発
生
し
ま
し
た
。

　

幸
い
、
事
故
等
な
く
発
見
に
至
り
ま
し
た
が
、
危
険
と
隣
り
合

わ
せ
で
あ
る
こ
と
か
ら
家
族
、
地
域
で
の
話
し
合
い
等
の
場
を
設

け
て
以
下
の
対
策
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
防
止
対
策

○
行
き
先
、
帰
り
時
間
等
を
家
族
に
知
ら
せ
て
お
く

○
単
独
で
の
行
動
は
絶
対
に
行
わ
ず
、
２
人
組
以
上
で
の
行
動
を

行
う

○
携
帯
電
話
を
お
持
ち
の
方
は
、
必
ず
持
参
す
る
。

　

携
帯
電
話
の
エ
リ
ア
外
（
不
感
地
帯
）
が
あ
り
ま
す
が
、
移
動

す
れ
ば
使
用
で
き
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

１
１
９
番
通
報
に
つ
い
て

　

火
災
や
救
急
で
１
１
９
番
通
報
す
る
際
は
、
以
下
の
項

目
は
必
ず
お
伝
え
く
だ
さ
い
。
（
緊
急
時
以
外
の
電
話
は

以
下
の
電
話
番
号
へ
お
電
話
下
さ
い
。
）

〈
救　

急
〉

　

①　

場
所
（
住
所
・
目
標
物
）

　

②　

名
前
・
電
話
番
号

　

③

症
状
（
意
識
・
呼
吸
の
有
無
）

〈
火　

災
〉

　

①　

場
所
（
住
所
・
目
標
物
）

　

②　

名
前
・
電
話
番
号

　

③　

ど
こ
で
何
が
燃
え
て
い
る
の
か

　

こ
れ
に
付
け
加
え
色
々
な
情
報
を
消

防
署
か
ら
お
尋
ね
い
た
し
ま
す
の
で
最

後
ま
で
落
ち
着
い
て
正
確
に
お
伝
え
く

だ
さ
い
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
に
つ
い
て

　

今
年
の
６
月
１
日
か
ら
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
が

義
務
化
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
安
全
の
為
に
も
設

置
し
ま
し
ょ
う
。

　

何
か
質
問
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
南
部
分
署
ま
た
は
消

防
本
部
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

南
部
分
署

税
情
報

高
森
警
察
署

消
防

な
ん
で
も

知
っ
て
お
き
た
い

こちら

です!

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

阿
蘇
広
域
消
防
本
部
南
部
分
署　
　

℡
６
２-

９
０
３
４

　

阿
蘇
広
域
消
防
本
部　

℡
０
９
６
７-

３
４-

０
０
２
４

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

高
森
警
察
署　

℡
６
２-

０
１
１
０

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

阿
蘇
税
務
署　
　
　

℡
０
９
６
７-

２
２-

０
５
５
１

　

給
与
な
ど
の
支
払
の
際
に
徴
収
し
た
所
得
税
（
源
泉
所
得
税
）

は
、
給
与
な
ど
を
支
払
っ
た
月
の
翌
月
10
日
ま
で
に
納
付
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
納
付
す
べ
き
税
額
が
な
い
場
合
で
あ
っ
て

も
、
翌
月
10
日
ま
で
に
納
付
書
（
給
与
所
得
・
退
職
所
得
等
の
所

得
税
徴
収
高
計
算
書
）
を
税
務
署
へ
提
出
し
て
い
た
だ
く
こ
と
と

さ
れ
て
い
ま
す
（
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
（
国
税
電
子
申
告
・
納
税
シ
ス
テ

ム
）
の
利
用
又
は
郵
送
等
に
よ
る
提
出
も
で
き
ま
す
。
）
。

　

と
こ
ろ
で
、
給
与
の
支
給
人
員
が
常
時
10
人
未
満
の
事
業
所
で

は
、
一
定
の
手
続
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
源
泉
所
得
税
の
納
付
を

年
２
回
で
済
ま
せ
る
こ
と
が
で
き
る
「
源
泉
所
得
税
の
納
期
の
特

例
」
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

「
納
期
の
特
例
」
を
利
用
し
ま
す
と
、
１
月
か
ら
６
月
ま
で
に

支
払
っ
た
給
与
な
ど
の
源
泉
所
得
税
は
７
月
10
日
ま
で
に
、
７
月

か
ら
12
月
ま
で
に
支
払
っ
た
給
与
な
ど
の
源
泉
所
得
税
は
翌
年
の

１
月
10
日
ま
で
に
半
年
分
を
ま
と
め
て
納
付
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

な
お
、
既
に
「
納
期
の
特
例
」
を
利
用
さ
れ
て
い
る
方
の
平
成

23
年
１
月
か
ら
６
月
ま
で
に
徴
収
し
た
源
泉
所
得
税
の
納
付
は
、

７
月
11
日
（
月
）
ま
で
と
な
っ
て
お

り
ま
す
の
で
お
忘
れ
な
く
。

　

源
泉
所
得
税
の
こ
と
で
お
分
か
り

に
な
り
に
く
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
阿
蘇
税
務
署
に
お
気
軽
に
お
尋

ね
く
だ
さ
い
。

●
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w
w
.nta.go.jp
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あ
な
た
は
人じ
ん

権け
ん

を
ど
う
と
ら
え
て
い
ま
す
か

　

人じ
ん

権け
ん

と
は
、
大た
い

変へ
ん

大お
お

き
な
概が
い

念ね
ん

で
す
が
、
あ
な
た
は
人じ
ん

権け
ん

を
ど
の
よ
う

に
表ひ
ょ
う

現げ
ん

し
た
ら
よ
い
と
思お
も

い
ま
す
か
。
日に

本ほ
ん

国こ
く

憲け
ん

法ぽ
う

が
既き

定て
い

す
る
基き

本ほ
ん

的て
き

人じ
ん

権け
ん

を
簡か
ん

単た
ん

に
ま
と
め
る
と
、「
人じ
ん

権け
ん

と
は
、
自じ

由ゆ
う

と
平び
ょ
う

等ど
う

と
幸こ
う

福ふ
く

を
追つ
い

求き
ゅ
う

す
る
権け
ん

利り

」
と
表ひ
ょ
う

現げ
ん

さ
れ
ま
す
。
そ
の
一い
っ

方ぽ
う

で
、
私わ
た
し

た
ち
の
人じ
ん

権け
ん

は
、
国こ
っ

家か

や
こ
の
憲け
ん

法ぽ
う

以い

前ぜ
ん

に
国こ
く

民み
ん

が
普ふ

遍へ
ん

的て
き

に
有ゆ
う

す
る
権け
ん

利り

と
言い

う
考か
ん
が

え
方か
た

が

あ
り
、「
人じ
ん

権け
ん

は
私わ
た
し

た
ち
み
ん
な
が
生う

ま
れ
な
が
ら
に
持も

っ
て
い
る
、
奪う
ば

わ

れ
る
こ
と
の
無な

い
権け
ん

利り

」
と
も
表ひ
ょ
う

現げ
ん

で
き
ま
す
。
そ
し
て
そ
れ
は
言い

う
ま

で
も
な
く
、
私わ
た
し

た
ち
一ひ
と

人り

ひ
と
り
が
「
か
け
が
え
の
な
い
」「
尊と
う
と

い
」「
大た
い

切せ
つ

な
」
存そ
ん

在ざ
い

で
あ
る
か
ら
に
他ほ
か

な
り
ま
せ
ん
。

参さ
ん

考こ
う　

■
日に

本ほ
ん

国こ
く

憲け
ん

法ぽ
う

　

第だ
い

十１

一１

条じ
ょ
う　
「
国こ
く

民み
ん

は
、
す
べ
て
の
基き

本ほ
ん

的て
き

人じ
ん

権け
ん

の
享き
ょ
う

有ゆ
う

を
妨さ
ま
た

げ
ら
れ
な

い
。
こ
の
憲け
ん

法ぽ
う

が
国こ
く

民み
ん

に
保ほ

障し
ょ
う

す
る
基き

本ほ
ん

的て
き

人じ
ん

権け
ん

は
、
侵お
か

す
こ
と
の
で
き

な
い
永え
い

久き
ゅ
う

の
権け
ん

利り

と
し
て
、
現げ
ん

在ざ
い

及お
よ

び
将し
ょ
う

来ら
い

の
国こ
く

民み
ん

に
与あ
た

え
ら
れ
る
」

　

第だ
い

十１

三３

条じ
ょ
う　
「
す
べ
て
国こ
く

民み
ん

は
、
個こ

人じ
ん

と
し
て
尊そ
ん

重ち
ょ
う

さ
れ
る
。
生せ
い

命め
い

、
自じ

由ゆ
う

及お
よ

び
幸こ
う

福ふ
く

追つ
い

求き
ゅ
う

に
対た
い

す
る
国こ
く

民み
ん

の
権け
ん

利り

に
つ
い
て
は
、
公こ
う

共き
ょ
う

の
福ふ
く

祉し

に

反は
ん

し
な
い
限か
ぎ

り
、
立り
っ

法ぽ
う

そ
の
他た

の
国こ
く

政せ
い

の
上う
え

で
、
最さ
い

大だ
い

の
尊そ
ん

重ち
ょ
う

を
必ひ
つ

要よ
う

と

す
る
。」

　

第だ
い

十１

四４

条じ
ょ
う　
「
す
べ
て
国こ
く

民み
ん

は
、
法ほ
う

の
下も
と

に
平び
ょ
う

等ど
う

で
あ
っ
て
、
人じ
ん

権け
ん

、
信し
ん

条じ
ょ
う

、
性せ
い

別べ
つ

、
社し
ゃ

会か
い

的て
き

身み

分ぶ
ん

又ま
た

は
門も
ん

地ち

に
よ
り
、
政せ
い

治じ

的て
き

、
経け
い

済ざ
い

的て
き

又ま
た

は
社し
ゃ

会か
い

的て
き

関か
ん

係け
い

に
お
い
て
、
差さ

別べ
つ

さ
れ
な
い
。」

熊く
ま

本も
と

県け
ん

人じ
ん

権け
ん

情じ
ょ
う

報ほ
う

誌し　
「
コ
ッ
コ
ロ
通つ
う

信し
ん

」
よ
り

国民年金だより

住じ
ゅ
う

民み
ん

福ふ
く

祉し

課か　

人じ
ん

権け
ん

同ど
う

和わ

啓け
い

発は
つ

係か
か
り

第３号被保険者の届出について
　第２号被保険者（厚生年金保険や共済組合に加入している方）に扶
養されている 20 歳以上 60 歳未満の配偶者は、第３号被保険者として
国民年金に加入することになります。加入手続きは、第２号被保険者
の勤務先を経由して行うことになります。なお、国民年金保険料は、
第２号被保険者の加入している年金制度が負担することとなります。
＊第３号被保険者に該当したとき以外に、第２号被保険者が転職や退
職したとき、住所に変更があったときにも届出が必要です。

こんなとき 被保険者種別 届　出　先

・配偶者である第２号被保険者が会社を退職したとき
・配偶者である第２号被保険者の扶養から外れたとき
・配偶者である第２号被保険者と離婚したとき
・配偶者である第２号被保険者が 65 歳になったとき

第３号→第１号 高森町役場

・本人（第３号被保険者）が就職して厚生年金や共済組合に
   加入したとき

勤　務　先

・配偶者である第２号被保険者の加入する被用者年金制度が
   変わったとき（厚生年金から共済組合等）

第２号被保険者の勤務先

・本人の住所が変わったとき 第２号被保険者の勤務先

■お問い合わせ先　住民福祉課住民係　℡６２－１１１１（内線１２９）
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国
家
公
務
員
採
用
Ⅲ
種
試
験

高
等
学
校
卒
業
程
度

国
家
公
務
員
中
途
採
用
者
選
考
試
験

不
妊
治
療
の
助
成
に
つ
い
て
の

お
知
ら
せ

若
い
方
の
お
仕
事
探
し
を

手
伝
い
し
ま
す

熊
本
県
で
は
、
平
成
22
年
度
か
ら
阿
蘇

地
域
振
興
局
総
務
振
興
課
内
に
「
ジ
ョ
ブ

カ
フ
ェ
・
阿
蘇
ブ
ラ
ン
チ
」
を
設
置
し
て

お
り
ま
す
。
就
職
に
関
す
る
ご
相
談
に
つ

い
て
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

○
利
用
で
き
る
方　

お
お
む
ね
35
歳
未
満

の
方
又
は
保
護
者
の
方
、
学
校
の
進
路

指
導
担
当
の
先
生
方

○
お
手
伝
い
の
内
容　

就
職
に
関
す
る
相

談
、
出
前
相
談
、
求
人
に
関
す
る
情
報

提
供
・
求
人
の
開
拓
、
職
業
適
性
診
断

○
相
談
時
間　

午
前
10
時
〜
午
後
５
時
（
月

曜
〜
金
曜
）

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
・
阿
蘇
ブ
ラ
ン
チ

　

☎
０
９
６
７-

２
２-

８
１
７
８

　

人
事
院
で
は
、
高
等
学
校
卒
業
程
度
の
試

験
と
し
て
、「
平
成
23
年
度
国
家
公
務
員
採

用
Ⅲ
種
試
験
」
を
実
施
し
ま
す
。

○
受
験
資
格　

平
成
２
年
４
月
２
日
〜
平
成

　

６
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
者

○
受
付
期
間　

６
月
21
日（
火
）〜
28
日（
火
）

○
第
１
次
試
験
日　

９
月
４
日
（
日
）

　

人
事
院
及
び
各
府
省
で
は
、
国
家
公
務
員

中
途
採
用
者
選
考
試
験
を
実
施
し
ま
す
。

○
受
験
資
格　

昭
和
46
年
４
月
２
日
〜
昭
和

　

57
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
者

○
受
付
期
間　

６
月
21
日（
火
）〜
28
日（
火
）

○
１
次
選
考　

９
月
４
日
（
日
）

○
受
験
案
内
等
の
請
求
方
法　

返
信
用
封
筒

（
角
形
２
号
・
Ａ
４
判
、
１
４
０
円
分
の

切
手
貼
付
、
あ
て
先
及
び
「
中
途
採
用
」

明
記
）
を
同
封
し
た
封
筒
に
、「
中
途
採

用
請
求
と
朱
書
き
し
、
下
記
問
い
合
わ

せ
先
へ
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

人
事
院
九
州
事
務
局

　

〒
８
１
２-

０
０
１
３

　

福
岡
市
博
多
区
博
多
駅
東
２-

11-

１

　

☎
０
９
２-

４
３
１-

７
７
３
３

　

h
ttp
://w

w
w
.jin
ji.g
o
.jp
/

　

熊
本
県
で
は
、
不
妊
治
療
を
受
け
て
い
る

夫
婦
に
対
し
て
、
治
療
に
か
か
る
費
用
の
一

部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
、「
熊
本
県
特
定
不
妊
治
療
費
助
成
事

業
実
施
要
項
」
が
改
正
さ
れ
、
平
成
23
年
４

月
１
日
か
ら
適
用
と
な
り
ま
し
た
。

○
主
な
改
正
点　

助
成
を
受
け
ら
れ
る
回
数

が
、
こ
れ
ま
で
１
年
度
当
た
り
２
回
を
限

度
に
、
通
算
５
年
間
で
し
た
。
今
回
、
１

年
度
目
は
年
３
回
ま
で
、
２
年
度
目
以
降

年
２
回
を
限
度
に
、
通
算
５
年
間
、
通
算

10
回
を
超
え
な
い
と
な
り
ま
し
た
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
県
健
康
福
祉
部
子
ど
も
・
障
が
い
福

祉
局

　

子
ど
も
未
来
課　

母
子
保
健
班

　

☎
０
９
６-

３
３
３-

２
２
０
９

国民健康保険税第２期の納期限は６月30日（木）です。／高森町役場住民福祉課

高
森
温
泉
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

６
月
の
定
例
休
館
日
に
合
わ
せ
、
機
器
改

修
等
の
工
事
を
行
い
ま
す
。
長
期
の
休
館
に

よ
り
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
お
間
違

い
の
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

○
休
館
日　

６
月
20
日
（
月
）
〜
６
月
25
日 

　

（
土
）
ま
で
の
６
日
間

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

高
森
温
泉
館　

☎
６
２-

２
６
２
６

県
産
木
材
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す

熊
本
県
で
は
、
県
内
の
住
宅
を
新
築
や
リ

フ
ォ
ー
ム
さ
れ
る
方
に
県
産
木
材
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
し
て
い
ま
す
。
年
間
４
回
程
度
募
集
の

予
定
で
す
。
ま
た
、
多
く
の
人
が
訪
れ
る
建

物
（
事
務
所
や
病
院
な
ど
）
を
新
築
さ
れ
る

方
に
も
、
県
産
木
材
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
予
定

し
て
い
ま
す
。（
※
国
、
県
、
市
町
村
の
補

助
で
建
て
る
建
物
は
、
対
象
外
で
す
。）

○
募
集
期
間　

第
１
回
募
集
…
５
月
10
日
〜

６
月
６
日
、
第
２
回
募
集
…
８
月
15
日

〜
８
月
29
日 

他
２
回

○
上
限　

１
戸
あ
た
り
90
本
（
個
人
住
居
）

年
間
１
５
０
戸
、
１
棟
あ
た
り
２
７
０
本

（
事
務
所
や
病
院
な
ど
の
建
物
）
年
間
10
棟

○
申
し
込
み
先　

（
社
）
熊
本
県
木
材
協
会

連
合
会
（
応
募
書
類
の
審
査
）

　

℡
０
９
６-

３
８
２-

７
９
１
９

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
県
林
業
振
興
課

　

☎
０
９
６-

３
３
３-

２
４
４
８

障
が
い
の
あ
る
方
を
対
象
に

し
た
職
業
訓
練
生
の
募
集

【
パ
ソ
コ
ン
実
務
科
】

○
受
講
で
き
る
障
が
い
区
分　

身
体
の
う

ち
内
部
の
み
、
精
神
、
難
病

○
定
員　

10
名

○
受
講
料　

無
料
（
※
テ
キ
ス
ト
代
と
し

て
７
、５
０
０
円
実
費
負
担
）

○
内
容　

ワ
ー
プ
ロ
、
表
計
算
の
資
格
取
得

○
募
集
期
間　

６
月
30
日
（
木
）
ま
で

○
訓
練
期
間　

８
月
２
日
（
火
）
か
ら
10

月
28
日
（
金
）
ま
で

○
訓
練
場
所　

㈲
ワ
イ
エ
ス
プ
ラ
ン
阿
蘇

校
（
阿
蘇
市
内
牧
２
５
７
番
地
）
※
駐

車
場
あ
り
（
無
料
）

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
高
等
技
術
訓
練
校
（
宮
崎
・
井
・
中
原
）

　

☎
０
９
６-

３
７
８-

０
１
２
１
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高
森
高
校
図
書
館
の
地
域
開
放

　

高
森
高
校
で
は
、
地
域
の
方
々
に
図
書

館
を
開
放
し
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
貸

出
も
で
き
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
立
ち

寄
り
く
だ
さ
い
。

○
開
館
日　

月
曜
日
〜
金
曜
日
（
祝
日
を

除
く
）

※
学
校
行
事
な
ど
の
関
係
上
、
閉
館
す
る

場
合
も
あ
り
ま
す
。
夏
季
・
冬
季
休
暇

中
の
開
館
日
に
つ
い
て
は
、
生
徒
に
配

布
す
る
行
事
予
定
表
や
図
書
館
前
の
掲

示
板
に
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
都
合
に

よ
り
、
予
定
外
に
閉
館
す
る
場
合
も
あ

り
ま
す
の
で
、
来
館
す
る
前
に
電
話
等

に
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

６
月
は
食
育
月
間
で
す

　

熊
本
県
で
は
、「
く
ま
も
と　

食
で
育
む

命
・
絆
・
夢
プ
ラ
ン
（
熊
本
県
健
康
食
生
活
・

食
育
推
進
計
画
）」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

「
食
」
は
、
私
た
ち
が
生
き
て
い
く
う
え

で
欠
か
せ
な
い
命
の
源
で
す
。
日
常
生
活
の

中
で
、
食
卓
を
囲
む
事
の
大
切
さ
や
食
事
の

あ
り
が
た
さ
、
食
の
持
つ
多
様
な
役
割
や

「
食
」
の
大
切
さ
に
つ
い
て
等
、
こ
の
機
会

に
改
め
て
、
ご
家
族
を
は
じ
め
皆
で
考
え
て

み
ま
せ
ん
か
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
県
健
康
づ
く
り
推
進
課

　

☎
０
９
６-

３
３
３-

２
２
５
２

平
成
23
年
度

立
田
山
森
林
教
室
受
講
者
募
集

　

熊
本
県
林
業
研
究
指
導
所
で
は
６
月
よ
り

「
立
田
山
森
林
教
室
」
を
実
施
し
ま
す
。
教
室

で
は
、様
々
な
体
験
を
通
じ
て
、森
林
の
働
き
、

林
業
の
役
割
を
学
ぶ
も
の
で
す
。
教
室
は
年

８
回
（
植
物
観
察
・
き
の
こ
観
察
・
昆
虫
観

察
・
木
工
体
験
・
炭
焼
き
体
験
等
）
を
予
定

し
て
お
り
ま
す
。
詳
し
い
内
容
等
に
つ
い
て

は
、
当
所
へ
直
接
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
県
林
業
研
究
指
導
所
企
画
指
導
部　

　

☎
０
９
６-

３
３
９-

２
２
２
２

○
開
館
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分

○
貸
出
期
間　

２
週
間
以
内
、
１
人
５
冊

ま
で
（
雑
誌
は
貸
出
不
可
）

※
初
回
は
保
険
証
や
免
許
証
な
ど
本
人
確

認
が
確
認
で
き
る
も
の
を
ご
持
参
く
だ

さ
い
。

※
電
話
に
よ
る
図
書
に
つ
い
て
の
お
問
い

合
わ
せ
（
所
蔵
の
有
無
や
相
談
、
リ
ク

エ
ス
ト
等
）
に
は
、　

本
人
確
認
が
で
き

な
い
な
ど
の
問
題
が
あ
る
た
め
、
原
則

と
し
て
お
答
え
し
て
い
ま
せ
ん
の
で
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

高
森
高
等
学
校
図
書
館

　

☎
６
２-

０
１
８
５

　高森・上町地区の
新しい駐在嘱託員さ
んが決定しましたの
でお知らせします。
地区のまとめ役とし
ても活躍されていま
すので、住民の皆さ
んのご理解とご協力
をよろしくお願いし
ます。

　前委員の任期満
了に伴い、新しい高
森町固定資産評価
審査委員に渡辺眞
佐末さん（矢津田・
赤羽根）が就任され
ました。渡辺さん
は、これまでに矢津
田区の駐在嘱託員
や地元小・中学校の
ＰＴＡ会長などの
各役職を歴任され、
地域情勢に精通さ

れていることから今回の就任となりました。任
期は３年間です。

新しい駐在嘱託員さんです
（高森・上町地区）

高森町固定資産評価審査委員

馬
ま

原
はら

　孝
こう

一
いち

  さん

渡
わた

辺
なべ

　眞
ま

佐
さ

末
すえ

  さん

固定資産評価審査
委員会って何をす
るところ？
　土地・家屋・償却資産
の固定資産の評価内容や
その額などについて不服
がある方の申し出を受
け、その内容について地方税法や固定資産評価基
準等に基づき審査する公的機関です。
　他の委員の方々は次のとおりです。（敬称略）
高森町固定資産評価審査委員長　堀田義宗（上色
見・東中原）、同委員　野尻昭生（津留・上津留）
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本
田
好
治
さ
ん
（
高
森
・
下
町
）
が
交
通

安
全
功
労
者
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
本
田
さ
ん
が
長
年
地
域
の
交
通
事
故
防

止
と
、
交
通
安
全
協
会
活
動
を
通
じ
、
広
く

交
通
安
全
意
思
の
啓
発
に
尽
力
さ
れ
た
こ
と

が
評
価
さ
れ
表
彰
さ
れ
た
も
の
で
す
。
表
彰

状
は
、
５
月
11
日
に
南
阿
蘇
村
白
水
体
育
館

で
開
催
さ
れ
た
「
春
の
交
通
安
全
運
動
出
発

式
」
で
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

本
田
好
治
さ
ん
が

交
通
安
全
功
労
者
表
彰
受
賞

　
第
66
回
熊
本
県
民
体
育
祭
が
９
月
17
日

（
土
）
〜
18
日
（
日
）
の
予
定
で
葦
北
郡
で

開
催
さ
れ
る
に
あ
た
り
、
阿
蘇
郡
市
の
予
選

会
を
左
記
の
会
場
で
開
催
し
ま
す
。

○
第
１
回
予
選
会

　
期
日
　
６
月
25
日
（
土
）
午
後
７
時
30
分
〜

　
会
場
　
菊
陽
ボ
ウ
リ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

○
第
２
回
予
選
会

　
期
日
　
７
月
２
日
（
土
）
午
後
７
時
30
分
〜

　
会
場
　
ス
ポ
ラ
ボ
ウ
ル
（
白
山
通
り
九
品
寺
）

○
申
し
込
み
期
限
　
６
月
24
日
（
金
）

※
ゲ
ー
ム
数
は
ア
メ
リ
カ
ン
方
式
の
６
Ｇ
。

大
会
参
加
料
は
個
人
負
担
と
な
り
ま
す
。

※
県
民
体
育
祭
出
場
選
手
は
予
選 

12
Ｇ

ト
ー
タ
ル
と
し
、
上
位
４
名
及
び
補
欠
選

手
１
名
と
し
ま
す
。
尚
、
ハ
ン
デ
ィ
は
県

民
体
育
祭
要
項
と
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　
阿
蘇
郡
市
ボ
ウ
リ
ン
グ
協
会
事
務
局

　
☎
０
９
０-

７
４
５
５-

８
７
０
０
（
松
田
）

阿
蘇
郡
市
民
体
育
祭

「
ボ
ウ
リ
ン
グ
予
選
会
」

住民税第１期の納期限は６月30日（木）です。／高森町役場税務課

　
回
覧
文
書
で
も
お
知
ら
せ
し
て
お
り
ま
す

が
、
金
婚
夫
婦
表
彰
該
当
者
及
び
ダ
イ
ヤ
モ

ン
ド
婚
夫
婦
表
彰
該
当
者
の
申
し
込
み
を
受

け
付
け
て
い
ま
す
。
左
記
に
該
当
さ
れ
表
彰

を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
申
し
込
み
を
お
願
い

し
ま
す
。

○
金
婚
夫
婦
表
彰
　
①
昭
和
36
年
１
月
１
日

か
ら
昭
和
36
年
12
月
31
日
ま
で
に
結
婚

を
さ
れ
、
満
50
年
に
達
し
た
夫
婦
（
満
50

年
は
、
婚
姻
届
出
の
年
月
日
に
よ
り
確

認
し
ま
す
）、
②
す
で
に
満
50
年
に
達
し
、

平
成
22
年
度
ま
で
に
表
彰
を
受
け
た
こ

と
の
な
い
夫
婦

○
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
夫
婦
表
彰
　
①
昭
和  

25
年
９
月
１
日
か
ら
昭
和
26
年
８
月
31

日
ま
で
に
結
婚
を
さ
れ
、
満
60
年
に
達
し

た
夫
婦
（
満
60
年
は
、
婚
姻
届
出
の
年
月

日
に
よ
り
確
認
し
ま
す
）、
②
す
で
に
満

60
年
に
達
し
、
平
成
22
年
度
ま
で
に
表
彰

を
受
け
た
こ
と
の
な
い
夫
婦

○
締
め
切
り
　
６
月
30
日
（
木
）

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　
住
民
福
祉
課
福
祉
係

　
内
線
１
２
２
・
１
２
３

金
婚
夫
婦
及
び
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚

夫
婦
表
彰
該
当
者
の
方
へ

カ
ー
ド
預
か
り
ま
す
は
詐
欺

〜
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
騙
し
取
る

　
　
　
オ
レ
オ
レ
詐
欺
遂
に
被
害
発
生
〜

　
県
内
に
お
い
て
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を

騙
し
取
る
オ
レ
オ
レ
詐
欺
の
被
害
が
発
生

し
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
が
騙
し
取
ら
れ
現

金
が
引
き
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
内
容
は
、
熊
本
県
警
の
者
を
名
乗
り
、
電

話
を
入
れ
、
お
宅
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
か

ら
お
金
が
引
き
出
さ
れ
て
い
る
。

　
今
そ
の
犯
人
を
捕
ま
え
て
い
る
。
引
き
出

さ
れ
た
お
金
は
返
っ
て
く
る
の
で
、
銀
行
名

と
暗
証
番
号
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。
な
ど
と

言
っ
て
、
暗
証
番
号
を
聞
き
出
し
た
後
、
更

に
そ
の
口
座
は
止
め
ま
し
た
の
で
、
持
っ
て

い
る
カ
ー
ド
は
使
え
ま
せ
ん
。
新
し
く
作
り

直
す
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
の
カ
ー
ド

を
今
か
ら
取
り
に
行
き
ま
す
。
…
な
ど
と
説

明
し
、
被
害
者
方
を
訪
問
し
て
キ
ャ
ッ
シ
ュ

カ
ー
ド
を
騙
し
取
る
と
い
う
も
の
で
す
。
こ

の
被
害
の
他
に
も
前
兆
電
話
が
複
数
認
め
ら

れ
、
い
ず
れ
も
高
齢
の
女
性
名
で
、
ハ
ロ
ー

ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
方
の
家
で
す
。

充
分
に
ご
注
意
下
さ
い
。

■
振
り
込
め
詐
欺
に
関
す
る
ご
相
談
は

　
振
り
込
め
詐
欺
相
談
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　
☎
０
９
６-

３
８
１-

２
５
６
７

振
り
込
め
詐
欺
速
報

本
ほん

田
だ

　好
よし

治
はる

 さん
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健
康
問
題
を
24
時
間
、

日
替
わ
り
で
お
送
り
し
ま
す
。

○
６
月
の
週
間
プ
ロ
グ
ラ
ム

月
曜
日　

ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

火
曜
日　

男
性
の
更
年
期
障
害

水
曜
日　

輝
こ
う
、
更
年
期
！

木
曜
日　

予
防
の
基
本
は
正
し
い
食
生
活

　
　
　
　

に
あ
る

金
曜
日　

赤
ち
ゃ
ん
の
よ
だ
れ

土
・
日
曜
日　

女
性
の
外
陰
部
の
か
ゆ
み

☎
０
９
６-

３
８
５-

３ミ

ミ

ツ

ー

ワ

３
０
０

阿
蘇
山
の
裾
野
の
牧
野
蕨わ

ら
び

狩

黄
砂
ふ
る
視
界
不
良
の
阿
蘇
五
岳

杉
木
立
藤
の
ベ
ー
ル
を
纏ま

と

い
け
り

孫
と
行
く
九
重
高
原
緑
萌
ゆ

奥
阿
蘇
の
戸
ご
と
に
ツ
ツ
ジ
競
い
咲
く

連
ら
な
り
て
氷
の
簾

す
だ
れ

古
閑
の
滝

古
稀
の
春
は
る
か
に
遠
い
恋
の
人

そ
の
筈
が　

ま
だ
天
下
り　

さ
す
つ
も
り

こ
こ
は
極
楽　

本
社
で
鯛
の
釣
る
る
か
い

し
ゃ
く
の
種　

毛
嫌
い
さ
る　

日
本
産

呉
越
同
舟　

分
け
合
い
よ
ら
す　

握
り
飯

こ
こ
は
極
楽　

影
の
寄
り
添
う　

朧
月

し
ゃ
く
の
種　

風
評
被
害　

治
ま
ら
ん

何
卒
宜
し
く　

握
手
す
る
の
は　

四
年
振
り

呉
越
同
舟　

日
本
の
た
め
に　

頑
張
ら
に
ゃ

し
ゃ
く
の
種　

何
ん
の
役
に
も　

立
た
ん
御ご

亭て

何
卒
宜
し
く　

終
わ
る
迄ま

で

昼
寝
も
出
け
ん

こ
こ
は
極
楽　

釣
り
糸
に　

せ
せ
ら
ぎ
の
音

市
原　

正
成

岡
本　

琴
司

桐
原　

白
酔

後
藤　

愛
子

後
藤　

信
子

佐
藤
多
可
雄

箸
本
き
み
子

藤
本　

無
心

松
山
キ
ヨ
子

森
川
そ
よ
子

渡
辺　

雲
海

瀨
田　
　

博

後
藤　

法
龍

本
田　

訓
子

本
田　

初
雄

森　
　

政
隆

本
田　

訓
子

岩
下　

京
子

　

熊
本
労
働
局
で
は
、
年
度
更
新
に
必
要
な

書
類
を
６
月
１
日
ま
で
に
事
業
主
の
皆
さ
ん

へ
送
付
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
な
お
、

６
月
20
日
（
月
）
か
ら
７
月
11
日
（
月
）
に

か
け
て
県
内
各
地
で
集
合
受
付
会
を
開
催
し

ま
す
。
集
合
受
付
会
場
で
申
告
す
る
こ
と
も

で
き
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会
に
「
労
働
保
険

概
算
・
確
定
保
険
料
申
告
書
」
を
作
成
の
う

え
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

○
申
告
・
納
付
期
間　

６
月
１
日
（
水
）
〜

　

７
月
11
日
（
月
）

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
労
働
局
総
務
部　

労
働
保
険
徴
収
室

　

☎
０
９
６-

２
１
１-

１
７
０
２

○
講
習
期
間　

７
月
１
日
か
ら
９
月
16
日
の

う
ち
の
11
日
間

○
講
習
内
容　

パ
ソ
コ
ン
講
習
（
６
日
間
）・

セ
ミ
ナ
ー
（
３
日
間
）・
キ
ャ
リ
ア
コ
ン

サ
ル
テ
ィ
ン
グ
（
２
日
間
）

○
費
用　

受
講
料
は
無
料
。
パ
ソ
コ
ン
講
習

の
教
材
費
は
自
己
負
担
。

○
受
講
資
格　

18
歳
以
下
の
子
を
養
育
す
る

県
内
在
住
の
女
性
で
、
求
職
者
。

○
定
員　

20
人
。
抽
選
に
よ
り
受
講
者
決
定
。

○
受
付
日
時
・
場
所　

６
月
８
日
、
９
日　

午
後
１
時
〜
４
時

モ
シ
モ
シ
健
康
情
報

労
働
保
険
年
度
更
新
に
つ
い
て

「
お
母
さ
ん
の
た
め
の
再
就
職
実
践

コ
ー
ス
」
参
加
者
募
集

（
阿
蘇
御
神
火
会
）

（
河
原
す
す
き
の
句
会
）

○
講
習
期
間　

７
月
中
旬
〜
９
月
中
旬
（
平

日
昼
間
）

○
講
習
内
容　

介
護
員
養
成
研
修
２
級
課
程

○
費
用　

受
講
料
は
無
料
。
教
材
費
、
保
険

料
は
自
己
負
担
。

○
受
講
資
格　

受
講
終
了
後
す
ぐ
に
仕
事
に

就
き
た
い
人
等

○
定
員　

20
人
。
選
考
に
よ
り
受
講
者
決
定
。

○
受
付
日
時
・
場
所　

６
月
15
日
（
水
）、

16
日
（
木
）
午
後
１
時
〜
４
時

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

く
ま
も
と
県
民
交
流
館
パ
レ
ア

　

し
ご
と
相
談
・
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
６-

３
５
５-

４
３
０
９

介
護
員
技
術
講
習
会
の

受
講
者
を
募
集
し
ま
す

広
報
た
か
も
り
３
月
号
に
掲
載
し
ま
し
た
左
記
の
俳
句
に

誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
訂
正
し
て
お
詫
び
し
ま
す
。

水
無
月
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健康講座
H e a l t h y  c o u r s e

食中毒予防を
しっかりしましょう

○
食
中
毒
を
予
防
す
る
特
効
薬
は
あ
り
ま

せ
ん
。
日
頃
か
ら
次
の
３
原
則
に
気
を

つ
け
ま
し
ょ
う
。

そ
の
１
　
つ
け
な
い
（
清
潔
）

★
洗
う　

…　

食
品
や
手
、
調
理
器
具
は

し
っ
か
り
洗
い
ま
し
ょ
う
。

手
の
洗
い
方
は
？　

…　

見
た
目
に
は
き

れ
い
で
も
、
手
に
は
た
く
さ
ん
の
細
菌
が

つ
い
て
い
ま
す
。
調
理
前
や
調
理
中
も
、

適
宜
せ
っ
け
ん
で
よ
く
洗
い
ま
し
ょ
う
。

調
理
器
具
は
？　

…　

ま
な
板
は
よ
く
洗

い
、熱
湯
消
毒
を
し
て
、よ
く
乾
燥
を
。
肉
・

魚
用
、
野
菜
用
な
ど
使
い
分
け
る
と
よ
り

安
心
で
す
。
包
丁
は
柄
の
部
分
、
刃
の
付

け
根
部
分
が
汚
れ
や
す
い
の
で
、
念
入
り

に
洗
浄
し
て
く
だ
さ
い
。
ふ
き
ん
は
、
定

期
的
に
漂
白
を
し
て
日
光
乾
燥
を
徹
底
し

て
く
だ
さ
い
。

そ
の
２
　
増
や
さ
な
い
（
迅
速
・
冷
却
）

　
　

食
中
毒
菌
は
、
暖
か
い
環
境
に
あ
る

と
、
猛
ス
ピ
ー
ド
で
増
え
ま
す
。

★
温
度
管
理　

…　

室
内
に
放
置
せ
ず
冷

蔵
庫
に
保
管
す
る
。
冷
却
保
存
は
５
℃

以
下
に
し
、
入
れ
る
容
量
は
全
体
の
７

割
程
度
を
目
安
に
し
て
く
だ
さ
い
。
詰

め
す
ぎ
は
厳
禁
で
す
。
肉
や
魚
は
、
他

の
物
に
汁
が
つ
か
な
い
よ
う
、
ビ
ニ
ー

ル
袋
等
に
小
分
け
し
保
存
し
ま
し
ょ

う
。

★
早
く
食
べ
る　

…　

作
っ
た
料
理
は
、

な
る
べ
く
早
く
食
べ
、
あ
や
し
い
も
の

は
、
口
に
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　夏場に多いのは、気温と湿度が上がり、食品中の細菌が急速に増殖する
環境が整いやすくなるため、食中毒の危険が高まる高温多湿な６～ 10月、
食品の保存には細心の注意が必要です。冷蔵庫を過信するのも危険です。

そ
の
３
　
消
滅
さ
せ
る
（
加
熱
）

★
加
熱　

…　

食
品
内
部
ま
で
十
分
加
熱

し
ま
し
ょ
う
。（
中
心
部
が
75
℃
で
１

分
以
上
）
残
っ
た
食
品
を
温
め
直
す
と

き
も
、
十
分
加
熱
し
ま
し
ょ
う
。

　
梅
雨
時
の
お
弁
当
作
り
で

　
　
　
気
を
つ
け
た
い
ポ
イ
ン
ト

　

梅
雨
の
時
期
に
な
る
と
気
に
な
る
の

が
、
傷
み
や
す
く
な
っ
て
し
ま
う
「
お
弁

当
」
で
す
。
こ
の
時
期
の
お
弁
当
作
り
で

注
意
し
た
い
点
は
、
お
か
ず
や
ご
は
ん
に

傷
み
に
く
い
工
夫
を
す
る
の
は
も
ち
ろ

ん
、
調
理
器
具
や
自
分
自
身
の
手
を
清
潔

に
保
つ
こ
と
も
大
切
で
す
。

○
食
材
に
は
充
分
火
を
通
す
。

○
お
か
ず
の
水
気
や
汁
気
は
よ
く
絞
っ
て

か
ら
詰
め
る
。

○
生
の
食
材
は
避
け
る
。

○
酢
、シ
ョ
ウ
ガ
、梅
干
し
、わ
さ
び
な
ど
、

抗
菌
作
用
の
あ
る
調
味
料
や
食
材
を
使

う
。

○
保
冷
剤
や
市
販
の
抗
菌
グ
ッ
ズ
を
活
用

す
る
。

梅雨時のさっぱりレシピ

作り方
①青じそをせん切りにして水にさらし、Ａと合わ

せる。

②あじは焼き、熱いうちに①に入れ、漬けておく。

③白ねぎはせん切りにし、②の上に盛り付ける。

④アスパラガスは４～５センチ長さに切って塩ゆ

でにし、③に添える。

材料（２人分）
・あじ　　60g ×２切れ

・白ねぎ　10g

・アスパラガス　 60g

・青じそ　２枚

あじの焼きびたし
Ａ
・酒　大さじ１

・濃口しょうゆ　大さじ２

・砂糖　小さじ１

・おろししょうが　少々

・レモン汁　小さじ１/２
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５
月
は
町
内
各
地
で

ス
ポ
ー
ツ
の
催
し
が
あ

り
ま
し
た
。
５
月
21
日

に
行
わ
れ
た
町
内
の
小

中
学
校
の
運
動
会
は
雨

の
心
配
が
あ
り
、
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
一
部
変
更
な

ど
に
よ
る
開
催
と
な
り

ま
し
た
が
、
子
ど
も
た

ち
の
笑
顔
あ
ふ
れ
る
演

技
に
は
心
打
た
れ
る
も

の
が
あ
り
ま
し
た
。

休日在宅医 （6月12日～7月10日分）

◎診療は午前9時から午後5時まで

6月12日 平 田 医 院 ☎62-0216

6月19日 のむら内科クリニック ☎ 096-292-2250

6月26日 阿 蘇 立 野 病 院 ☎68-0111

7月3日 寺﨑内科胃腸科クリニック ☎ 62-0378

7月10日 南郷谷整形外科医院 ☎62-3351

2011年 4月受付分（敬称略）

住　所

上 色 見・ 前 原

高　森・旭　通

上色見・西中原

高　森・昭　和

高　森・津　留

草　部・社　倉

色　見・西　丁

色　見・小倉原

高　森・上　町

高　森・旭　通

死亡者

後藤　文明

芹口トキエ

楢木野幸男

佐竹　英保

津留キワヱ

大村　金弘

藤　良夫

後藤十九男

溜渕　靖人

三井　又男

年齢

77

90

83

75

101

90

81

66

75

94

御遺族

後藤アサ子

芹口　政昭

楢木野繁英

佐竹　富保

津留　　寿

大村今朝德

藤美津子

後藤　玉枝

溜渕　昌子

井上　英雄

●町社会福祉協議会へ（敬称略）
［香典返し］
甲斐　淳子　　宇藤　佳也
藤美津子　　大村今朝德
佐竹　富保　　津留　　寿
井上　英雄　　冨永　春光
［一般寄付］
戸狩折鶴会
佐伯浩美先生剣道八段祝賀会出席者一同

平成23年4月30日現在

人口／７，１６８人（＋　4）
男性／３，４２１人（－　7）
女性／３，７４７人（＋ 11）
世帯／２，８０１戸（＋ 14）

６
月
16
日
〜

７
月
15
日

●
６
月
16
日（
木
）

　

友
遊
ク
ラ
ブ（
朋
遊
館
）／
13
時
30
分
〜

●
６
月
23
日（
木
）

　

１
歳
６
ヶ
月
相
談（
高
森
総
合
セ
ン
タ
ー
）／
13
時
30
分
〜

●
６
月
24
日（
金
）

　

年
金
相
談（
高
森
総
合
セ
ン
タ
ー
）／
10
時
〜
15
時

　

友
遊
ク
ラ
ブ（
朋
遊
館
）／
13
時
30
分
〜

●
６
月
26
日（
日
）

　

第
31
回
は
な
し
の
ぶ
コ
ン
サ
ー
ト（
阿
蘇
野
草
園
）／
10
時
30
分
〜

●
６
月
27
日（
月
）

　

役
場
支
払
日

●
６
月
30
日（
木
）

　

友
遊
ク
ラ
ブ（
朋
遊
館
）／
13
時
30
分
〜

●
７
月
５
日（
火
）

　

役
場
支
払
日

●
７
月
７
日（
木
）〜
10
日（
日
）

　

第
16
回
高
森
湧
水
ト
ン
ネ
ル
七
夕
ま
つ
り（
高
森
湧
水
ト
ン
ネ
ル
公
園
）

　

／
９
時
〜
20
時

●
７
月
８
日（
金
）

　

３
ヶ
月
健
診（
白
水
保
健
セ
ン
タ
ー
）／
13
時
30
分
〜

●
７
月
12
日（
火
）

　

マ
タ
ニ
テ
ィ
料
理
教
室（
高
森
総
合
セ
ン
タ
ー
）

　

／
10
時
〜

●
７
月
15
日（
金
）

　

役
場
支
払
日
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木から生まれた小鳥たち

第６回 バードカービング展

本物そっくりの
　　野鳥たちがズラリ
　5月 10 日から 16 日までの期間、高森町観光交流セン

ターで野鳥彫刻作品を紹介する「バードカービング展」

が観光交流センターで開催されました。これは「愛鳥週間」

にあわせ開かれたもので、今年で６回目。この木彫りの

野鳥たちを製作しているのは、小山田美和さん（色見在

住）。フクロウやオオミ

ミズク、スズメなど躍動

感あふれるリアルな野鳥

たち 150 種 188 点が展示

され、訪れた人たちの目

を楽しませていました。

▲バードカービングを製作している小山田美和さん




